
 

 

 

 

 

～業務用水稲多収性品種～ 

「ほしじるし」の一年を振り返って！ 
     

                                         
 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

ＪＡ京都中央 令和２年１１月 10日  №５２２ 作成者 岡田 昭信 

栽培期間中に生育状況の確認を

しつつ、品種特性等を把握してき

ました。およそ 6月上旬植えで 8

月中旬の出穂となり、10月上中

旬の刈取りとなりました。 
 

―ＴＡＣ information―  

ＪＡ京都中央長岡京花菜部会では、京都府の試験研究機関、農業改良普及センター、Ｊ

Ａ京都中央と連携して、平成 27 年より、花菜の根こぶ病対策に取組んでいます。抵抗

性品種やおとり作物などの効果を確認してきました。今年は、おとり作物のギニアグラ

スを 4名の部会員で試験しており、根こぶ病菌の密度抑制ができているかを確認してい

ます。11月 9日の花菜の抜き取り調査の目視では効果がありそうでした。 

栽培特性としては短稈で耐倒伏性に優れ、

一穂籾数が多く多収性の可能性は極めて大

きいと思われます。また、食味の特徴として

炊飯米のつやがキレイで、冷めてもおいしい

との評価を得ています。 

 

 

 

 

 

当管内の本年産の 10a当り収量は最大で 510㎏

と期待するほど多くありませんでした。来年は多収

を念頭に置きながら地域に合った施肥設計を行う

など、栽培暦の作成に向け前向きな検討を重ねて

いきたいと考えています。 

 

需要が増加傾向にある業務用米に対応するとともに

農家の経営安定を図り、さらなる所得向上を目指し

て、京都府内で初めて向島地区の 5人の生産者が多

収性品種「ほしじるし」の栽培を 1.5㌶実施しました。 

 
 

5 月 28 日育苗

貝 

6 月 2 日田植

貝 

8 月 14 日出穂

貝 

9 月 9 日傾穂

貝 

10 月 12 日刈取

り
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